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要旨
名古屋市熱田区に位置する太夫堀に産する底生藍藻相を調査し，その季節消長と出現分類群の詳細な
形態学的特徴を明らかにした．本研究においては9属9分類群4未同定分類群の藍藻を確認することが
できた．出現分類群のうち，Anathece minutissima，Aphanocapsa grevillei，Merismopedia tranquillaの3分
類群は調査期間のすべての月において出現が確認された．また，Spirulina major，Ap. elegans，Ap. 

holsaticaについても調査期間中10回以上の出現が確認された．そのため，これらの分類群は太夫堀にお
ける普通種であると考えられる．出現分類群は全て淡水または汽水に生育可能な分類群であった． 
Pseudanabaena limnetica (as: Oscillatoria limnetica), O. tenuis, M. tranquilla (as: M. punctata) はそれぞれ先行
研究においてo-saprobity (小腐水性 ), α-meso-saprobity (α中腐水性 ), β-meso-saprobity (    β中腐水性 ) の指標
種とされている（スラディチェック，1991）．また，Komárek and Anagnostidis （1998; 2005） によると，
本研究で確認できた藍藻のうち，Phormidium tergestinum, Ap. holsaticaは富栄養化水域に出現する分類群，
Ps. limnetica, Ph. tergestinumは有機汚濁性水域に出現する分類群として挙げられている．これらの分類
群は，名古屋市の有機汚濁性水域の指標藍藻として利用できる可能性がある．今後も清廉な環境のみな
らず，富栄養化が進行した環境でも調査を行えば，市内の水質評価に有用な底生藻類の知見を蓄積する
ことができるだろう．

The benthic cyanobacteria flora from Tayu-bori pond, located in Atsuta-ku, Nagoya City, Aichi Prefecture, 

Japan, was investigated to determine its seasonal change and detailed morphological characteristics of emergent 

taxa. Cyanobacteria of 9 genera, 9 taxa, and 4 unidentified taxa were identified in this study. 3 taxa, Anathece 

minutissima, Aphanocapsa grevillei, and Merismopedia tranquilla, were found to occur in all months of the study 

period. Spirulina major, Ap. elegans, and Ap. holsatica were also found to occur more than 10 times during the 

study period. Therefore, these taxa are considered to be common species in Tayu-bori. All taxa were freshwater or 

brackish water species. In previous studies, Pseudanabaena limnetica (as Oscillatoria limnetica), O. tenuis, and M. 

tranquilla (as M. punctata) were considered common species as saprobity, o-saprobity, α-meso-saprobity, and 
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序文
藍藻は藍色植物門Cyanophyta藍藻綱Cyanophyceaeに

属する原核藻類で，シアノバクテリアCyanobacteriaとも
呼ばれている（Gaysina et al., 2018）．藍藻は酸素発生型
光合成の他に，多くの生物が直接利用できない無機窒素
から生物が利用可能な有機窒素化合物を合成する窒素固
定を行うことができ，生態系の基礎を担う重要な生物で
ある（Gaysina et al., 2018）．藍藻の生育型は大きく浮遊
性と付着性に分けられ（廣瀬・平野，1977），淡水・汽水・
海水などの水域のみならず，激しい乾燥に晒される土壌
や岩石上などの陸域，高熱や様々な溶存物質の影響を受
ける温泉域，南極などの極地等地球上の至る所に生育域
を拡げている（Whitton, 2012）．現在藍藻は形態学的情
報の他に，生育生態などの生態学的情報および 16S 

rRNA遺伝子等に基づく分子系統学的情報を統合した多
相分類手法polyphasic approachによって分類を行うべき
とされ（Komárek et al., 2014等），世界中で新属新種の記
載が相次いでいる．一方，本邦産藍藻の分類学的研究は，
富栄養化した湖沼において「アオコ」を形成する浮遊藍
藻を除いてその数は限られている（Umezaki, 1961；福
岡ほか，2016等）．また，東海地方においては浮遊藍藻
の研究さえもほとんど行われておらず，当該地域の藍藻
相は未だ明らかになっていない．この様な背景を踏ま
え，本研究は詳細な形態・生態観察に基づく名古屋市産
藍藻相の解明を目的とした．今後は継続して研究結果を
報告していく予定である．本稿においては，そのファー
ストステップとして熱田区太夫堀に産する底生藍藻相の
調査結果を報告する．

材料および方法
調査地として設定した太夫堀（35°07′42″N, 136°54′02″E：

図1）は，愛知県名古屋市熱田区に位置する．元は堀川
沿いに位置する名古屋城築城に用いる資材や船の置き場
として利用されていたが，現在は同区の白鳥公園内の親
水空間として利用されている．満潮時には偶発的に隣接
する堀川の河川水が流入することがあるが，詳細な流出
入ルートは明らかでない．底生藍藻の試料は，スポイト
を使って採集した．藍藻は採集後，生のまま研究室に持
ち帰り，光学顕微鏡による同定後，写真撮影を行った．
採集した試料は，観察後10%ホルマリン液浸標本とし
て名古屋市環境科学調査センターに登録・保存した．本
研究において得られた標本と，採集日時を以下に示す．
NCIES-AL-00003：採集日：2022年 10月 31日；NCIES-

AL-00004：採集日：2022年11月28日；NCIES-AL-00005：

β-meso-saprobity (Sladicek 1991). According to Komárek and Anagnostidis (1998; 2005), among the 

cyanobacteria identified in this study, Phormidium tergestinum and Ap. holsatica are taxa that occur in eutrophic 

waters and Ps. limnetica and Ph. tergestinum are taxa that occur in organically polluted waters. These taxa could 

be used as indicator cyanobacteria for organic polluted waters in Nagoya City. Suppose we continue to conduct 

surveys not only in clean environments, but also in eutrophic environments. In that case, we will be able to 

accumulate knowledge on benthic algae that will be useful in assessing water quality in Nagoya City.

図1．採集地（★）
Fig. 1.  Collecting site （★）
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採集日：2022年 12月21日；NCIES-AL-00006：採集日：
2023年1月10日；NCIES-AL-00007：採集日：2023年2月
20日；NCIES-AL-00008： 採 集 日：2023 年 3月 9日；
NCIES-AL-00009： 採 集 日：2023年 4月 10日；NCIES-

AL-00010：採集日：2023年5月26日；NCIES-AL-00011：
採集日：2023年 6月 21日；NCIES-AL-00012：採集日：
2023年7月25日；NCIES-AL-00013：採集日：2023年8月
29日；NCIES-AL-00014：採集日：2023年9月20日．

結果と考察
調査期間中に出現した藍藻の記載
本研究においては9属9分類群4未同定分類群の藍藻
を確認することができた．以下に出現分類群の原記載，
異名リスト，観察された形態・生態学的特徴および分類
学的所見を記載した．なお，分類群の配列はStrunecký 

et al. (2023) によった．

Pseudanabaenales

Pseudanabaenaceae
Pseudanabaena

Pseudanabaena limnetica (Lemmerm.) Komárek 1974: 

162.

Basionym: Oscillatoria limnetica Lemmerm. 1900: 310.

図2-1

トリコームは単独で生育し，真っすぐまたはやや曲が
り，先端部において細くならず，運動性を有する．細胞
は淡い青緑色からオリーブ緑色を呈する円筒形で，隔壁
部においてくびれ，粘質鞘をもたない．細胞の幅1.8–

2.7 µm，長さ4.2–9.3 µm，細胞の長さと幅の比（L/W比）
1.8–4.6．
本種は主に淡水域，特にため池や湖沼などの泥の上に
生育する底生性の分類群として，また他の浮遊性分類群
と共にプランクトンとして生育することが確認されてい
るが，温泉産のものは分類学的改訂が必要だという
（Komárek and Anagnostidis, 2005）．
日本国内の分布：北海道（米田，1940, 1941c；山岸，

1972），青森県，茨城県（国立科学博物館植物研究部，
2024），富山県（江本・米田，1942），岐阜県（米田，
1942a），滋賀県（国立科学博物館植物研究部，2024），
和歌山県（米田，1942b），兵庫県（今津，1987），岡山

県（米田，1942c），島根県（秋山，1977），大分県（米田，
1938a, b），宮崎県（米田，1954），鹿児島県（江本・米田，
1940）．

Pseudanabaena sp.

図2-2

トリコームは単独で生育し，真っすぐやまたはやや曲
がり，先端部において細くならず，運動性を有する．細
胞は青緑色を呈する円筒形で，隔壁部でくびれ，粘質鞘
をもたない．細胞の幅1.5–2.2 µm，長さ9.2–11.3 µm，L/

W比4.7–7.7．
本 分 類 群 は Ps. balatonica Scherff. et Kol 1938，Ps. 

minima (G.S.An) Anagn. 2001およびPs. starmachii Anagn. 

2001と特徴が類似しているが（Komárek and Anagnostidis, 

2005），本種の細胞がこれらの分類群と比べてはるかに
長いことから未同定分類群とした．

Synechococcales

Prochlorococcaceae
Anathece

Anathece minutissima (West) Komárek, Kaštovský et 

Jezberová 2011: 322, Figs 4b.

Basionym: Microcystis minutissima West 1912: 41.

Synonyms: Aphanothece pulverulenta H.Bachm. 1921: 10, 

Fig. 1i, k; Aphanothece saxicola f. minutissima (West) Elenkin 

1938:151; Aphanothece minutissima (West) Komárk.-Legn. et 

Cronberg 1994: 24.

図2-3

群体は微視的で，球形，楕円形または不定形，透明で
均質な粘質鞘内に多数の細胞が集合して形成される．群
体の直径7.2–52.6 µm．細胞は淡青緑色，灰黄色から灰
色を呈する長球形または両端の丸い円筒形を示し，ガス
胞をもたない．細胞長径 1.0–2.2 µm，短径 0.6–1.3 µm，
長径と短径の比（L/S比）1.0–3.4．
本分類群は淡水産の浮遊性種として貧栄養から富栄養

の様々な栄養段階の池沼に出現することが知られている
が（Komárek and Anagnostidis, 1998），太夫堀においては
底生藍藻としても出現した．
日本国内の分布：茨城県（国立科学博物館植物研究部，

2024）．
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Oscillatoriales

Oscillatoriaceae
Oscillatoria

Oscillatoria tenuis C.Agardh ex Gomont 1892: 220, Pl. 7: 

Figs 2, 3.

Synonyms: Phormidium neotenue G.Hällfors 2004: 22, 145; 
Phormidium tenue Gomont 1892: 169, Pl. 4: Figs 23-25; 
Leptolyngbya tenuis (Gomont) Anagn. et Komárek 1988: 393; 
Phromidium konstantinosum Umezaki et M.Watan. 1994: 195

図2-4

トリコームは青緑色を呈し，真っすぐで運動性を有す
る．先端部において細くならず，先端細胞はドーム型．
隔壁部においてくびれないかややくびれ，顆粒を有しな
い．粘質鞘を有しない．細胞の幅4.2–5.6 µm，長さ1.9–

4.4 µm，L/W比0.3–1.1．
本分類群は淡水産の底生種であり，時折湿った岩の上
に半気生種としても見いだされる広域分布種である
（Komárek and Anagnositdis, 2005）．
日本国内の分布：北海道 （羽田，1938；米田，1939a, 

1941b,c；山岸，1972），青森県 （岡田，1939，平野，
1962），宮城県 （江本・廣瀬，1942），福島県 （江本・廣瀬，
1940）, 群馬県 （江本・廣瀬，1952；福島，1952），栃木
県 （福島，1960），埼玉県 （小林，1958），山梨県 （山岸
ほか，1982），長野県 （米田，1938a, 1939b；Kurasawa 

and Okino, 1975），石川県 （米田，1942d），滋賀県 （根来，
1991），奈良県 （江本・米田，1941；渡辺，1968），兵庫
県 （今津，1987），島根県 （Akiyama, 1965），鳥取県 （御
舩・廣瀬，1982, 1983），長崎県 （平松，1967），大分県 （米
田，1938a, b），愛媛県 （米田，1938a），宮崎県 （米田，
1954），鹿児島県（米田，1941a）． 

Oscillatoria sp.

図2-5

トリコームは青緑色を呈し，まっすぐまたはやや曲が
り，運動性を有する．先端部においてやや曲がり，先端
細胞はドーム型，時折顕著なカリプトラを有する．隔壁
部においてくびれない．細胞の幅 19.5–24.6 µm，長さ
2.9–5.0 µm，L/W比0.1–0.2．
本 分 類 群 は O. princeps Vaucher ex Gomont 1892, O. 

sancta Kütz. ex Gomont 1892に 形 態 が 類 似 す る が

（Komárek and Anagnotidis, 2005; Mühlsteinová et al., 

2018），顕著なカリプトラを形成する点で異なるため未
同定分類群とした． 

Phormidium

Phormidium tergestinum (Rabenh. ex Gomont) Anagn. et 

Komárek 1988: 406.

Basionym: Oscillatoria tenuis var. tergestina Rabenh. ex 

Gomont 1892: 221.

Synonyms: Oscillatoria tergestina Kütz., nom. inval. 1836: 3; 
Symploca phormidium (Kütz.) Thur. 1875: 379; Lyngbya 

phormidium Kütz. ex Gomont 1892: 151; Oscillatoria tenuis f. 
tergestina (Gomont) Elenkin 1949: 1318.

図2-6

トリコームはオリーブ緑色を呈し，真っすぐで運動性
を有する．先端部において細くならず，先端細胞はドー
ム型．隔壁部においてくびれず，顆粒を有する．粘質鞘
を有することもある．細胞の幅10.4–11.9 µm，長さ5.6–

8.0 µm，L/W比0.5–0.7．
本分類群は淡水産の底生種として知られ，特に有機質

の豊富な汚濁水域に出現することが知られている
（Komárek and Anagnostidis, 2005）．
日本国内の分布：宮城県 （江本・廣瀬，1942），群馬

県 （江本・廣瀬，1952），山梨県 （御舩ほか，1966），長
野県 （江本・廣瀬，1949），岐阜県 （米田，1942a），和歌
山県 （米田，1942b），鳥取県 （生駒・土井，1955；御舩・
廣瀬，1983），鹿児島県 （江本・米田，1940）．

Coleofasciculales

Wilmottiaceae
Anagnostidinema

Anagnostidinema sp.

図2-7

トリコームは灰色を呈し，真っすぐで運動性を有す
る．先端部において細くならず，先端細胞はドーム型．
隔壁部においてややくびれ，顆粒を有しない．粘質鞘は
もたない．細胞の幅 1.0–1.4 µm，長さ 3.0–6.2 µm，L/W

比2.3–5.0．
本分類群はA. amphibium (Gomont) Strunecký, Bohunická, 

J.R.Johans. et Komárek 2017に形態が類似するが（Komárek 
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and Anagnostidis, 2005: as: Geitlerinema amphibium 

(Gomont) Anagn. 1989），本分類群の細胞の幅が細いこと，
A. amphibiumの細胞の色が緑色を呈するのに対し本分類
群は灰色である点などで異なっていることから未同定分
類群とした．

Spirulinales

Spirulinaceae
Spirulina

Spirulina major Kütz. ex Gomont 1892: 251, Pl. 7: Fig. 29.

Synonyms: Spirulina oscillariorides Turpin, nom. inval. 1827: 

309, Pl. Oscillariées: Fig. 3; Arthrospira major (Kütz. ex 

Gomont) Crow 1927: 142; Spirulina major f. constans 

Emonto et Hirose 1952b: 22, Fig. 3D; Oscillatoria 

oscillarioides Iltis 1970: 131, 132: Fig. 2: 5.

図2-8

トリコームは淡青緑色を呈し，真っすぐまたはややま
がり，規則的にらせんを巻き，運動性を有する．先端部
は細くならない．トリコームの幅1.5–2.1 µm，らせんの
直径3.6–5.6 µm，らせんの高さ2.2–3.2 µm．
本分類群は，淡水または汽水産の底生種として知られ
る広域分布種である（Komárek and Anagnostidis, 2005）．
日本国内の分布：福井県，和歌山県 （Umezaki, 1961），
大分県 （米田，1940），長崎県 （平松，1967, 1973）．

Chroococcales

Microcystaceae
Aphanocapsa

Aphanocapsa elegans (Lemmerm.) Joosten 2006: 206.

Basionym: Microcystis incerata var. elegans Lemmerm. 1903: 

150.

図2-9

群体は微視的で，球形または楕円形となり，透明で均
質な粘質鞘の中に細胞が密に集合する．群体の直径
22.6–65.0 µm．細胞は球形で青緑色を呈し，ガス胞を有
しない．直径2.1–4.5 µm．
本分類群は淡水産の浮遊性種として知られているが，
太夫堀では底生藻類として豊富に出現が確認された．
日本国内の分布：茨城県 （国立科学博物館植物研究部，

2024）．

Aphanocapsa grevillei (Berk.) Rabenh. 1865: 50.

Basionym: Palmella grevillei Berk. 1832: 16, Pl. 5: Fig. 1 (as: 

Grevillei).

Synonyms: Coccochloris grevillei (Berk.) Hassal 1845: 318; 
Anacystis grevillei (Berk.) Kütz. 1849: 209 (as: Anacystis (?) 
grevillei); Microcystis grevillei (Berk.) Elenkin 1936: 334; 
Gloeocystis grevillei (Berk.) F.E.Drouet et Dailey 1948: 79.

図2-10

群体は微視的で，複数の群体が多数連結して不定形と
なるため直径は計測不能．透明で均質な粘質鞘の中に多
数の細胞が疎らに配列する．細胞は緑色を呈する球形ま
たはやや卵型で，ガス胞を有しない．細胞の直径2.4–

5.3 µm．
本分類群は，淡水産の底生種としてよく知られる広域

分布種であり，特に温帯域に広く出現する（Komárek 

and Anagnostidis, 1998）．
日本国内の分布：東京都（渡邊・コマーレク，2000；

新山・辻，2014）．

Aphanocapsa holsatica (Lemmerm.) Cronberg et Komárek 

1994: 333.

Basionym: Clathrocystis holsatica Lemmerm. 1903: 150.

Synonyms: Microcystis holsatica (Lemmerm.) Lemmerm. 

1907: 77; Microcystis pulverea f. holsatica (Lemmerm.) 

Elenkin 1938: 124.

図2-11

群体は微視的で，球形または複数の群体が多数連結し
て不定形となるため直径は計測不能．透明で均質な粘質
鞘の中に多数の細胞が非常に密に配列する．細胞は青緑
色を呈する球形で，ガス胞を有しない．細胞の直径0.7–

1.5 µm．
本分類群は淡水産の浮遊性種として知られる広域分布

種であり，特に富栄養水域に多産する（Komárek and 

Anagnostidis, 1998）が，太夫堀においては底生藻類とし
て豊富に出現が確認された．
日本国内の分布：群馬県 （Yoneda, 1953），山梨（山岸

ほか，1982）．

Merismopedia

Merismopedia tranquilla (Ehrenb.) Trevis. 1845: 28.
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Basionym: Gonium tranquillum Ehrenb. 1834: 251.

Synonyms: Merismopedia punctata Meyen, nom. illeg. 1839: 

440; Agmenellum tranquillum (Ehrenb.) Trevis. 1842: 58; 
Merismopedia kuetzingii Nägeli 1849: 55; Merismopedia 

convoluta f. minor Wille 1922: 166, Pl. 11: Figs 10, 111 (as: 
Merismopedium convolutum f. minor); Merismopedia 

haumanii Kuff. 1942: 95, Fig. 5.

図2-12

群体は微視的で，透明で均質な粘質鞘の中に多数の細
胞が規則的に1層に並び，平板状となる．細胞は淡青緑
色を呈する球形で，直径1.7–3.0 µm．
本分類群は淡水産の浮遊性種として知られる広域分布
種であるが，汽水域においても出現が確認されている
（Komárek and Anagnostidis, 1998）．太夫堀においては底
生藻類として豊富に出現が確認された．
本分類群は従来M. punctataとして広く知られていた
が，先取権の原則からM. tranquillaの学名を使用するこ
とが妥当であるとされており（Guiry and Guiry, 2024），
本研究においてもこの見解に従った．
日本国内の分布：北海道，青森県，岩手県，山形県，
富山県，新潟県 （平野，1962），長野県 （米田，1937, 

1939b；平野，1962），群馬県 （福島，1952；Yoneda, 

1953；平野，1962），福井県 （根来・青木，1991），埼玉

県 （小林，1958），滋賀県 （山口，1960），熊本県 （森，
1963），島根県 （Akiyama, 1965；秋山，1977），広島県 （堀
川ほか，1969），岡山県 （今田，1970）．

Chroococcidiopsidales

Chroococcidiopsidaceae
Gloeocapsa

Gloeocapsa sp.

図2-13

群体は微視的で，橙色を呈する均質な粘質鞘の中に多
数の細胞が配列して球形となる．細胞は黄褐色を呈する
球形で，それぞれ個別の粘質鞘に包まれる．細胞の直径
2.9–4.9 µm．
本分類群は形態学的特徴がG. reicheltii Ricter 1895に類

似しているが，本分類群が水中に生育するのに対し，G. 

reicheltiiは石で作られた橋脚に付着する気生性の分類群
であることから未同定分類群とした （Komárek and 

Anagnostidis, 1998）．

太夫堀産底生藍藻の季節消長と藍藻相の特徴
調査期間中に太夫堀で観察された藍藻の季節消長を表

1に示した．出現分類群のうち，An. minutissima，Ap. 

grevillei，M. tranquillaは調査中の全ての月で出現が確認

表1．太夫堀に出現した底生藍藻の季節消長
Table 1.  Seasonal change of benthic Cyanobacteria in Tayu-bori

年 2022 2023
月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Pseudanabaena limnetica ○ ○ ○ ○ ○ ○
Pseudanabaena sp. ○
Anathece minutissima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Oscillatoria tenuis ○ ○ ○
Oscillatoria sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Phormidium tergestinum ○ ○ ○
Anagnostidinema sp. ○ ○
Spirulina major ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Aphanocapsa elegans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Aphanocapsa grevillei ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Aphanocapsa holsatica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Merismopedia tranquilla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Gloeocapsa sp. ○
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図2．本研究で確認された底生藍藻
1. Pseudanabaena limnetica; 2. Pseudanabaena sp.; 3. Anathece minutissima; 4. Oscillatoria tenuis; 5. Oscillatoria sp.; 6. Phormidium 
tergestinum; 7. Anagnostidinema sp.; 8. Spirulina major; 9. Aphanocapsa elegans; 10. Aphanocapsa grevillei; 11 Aphanocapsa holsatica; 12. 
Merismopedia tranquilla; 13. Gloeocapsa sp. Scale Bar = 10 µm.
Fig. 2. Benthic Cyanobacteria observed in this study
1. Pseudanabaena limnetica; 2. Pseudanabaena sp.; 3. Anathece minutissima; 4. Oscillatoria tenuis; 5. Oscillatoria sp.; 6. Phormidium 
tergestinum; 7. Anagnostidinema sp.; 8. Spirulina major; 9. Aphanocapsa elegans; 10. Aphanocapsa grevillei; 11 Aphanocapsa holsatica; 12. 
Merismopedia tranquilla; 13. Gloeocapsa sp. Scale Bar = 10 µm.
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された．また，S. major，Ap. elegans，Ap. holsaticaにつ
いても調査期間中10回以上の出現が確認された．この
ことから，これら6分類群は太夫堀における普通種であ
ると考えられる．出現分類群は全て淡水または汽水に生
育可能な分類群であった． 

Ps. limnetica (as; O. limnetica), O. tenuis, M. tranquilla (as: 
M. punctata) はそれぞれ先行研究においてo-saprobity（小
腐水性），α -meso-saprobi ty  (α中腐水性 )，β -meso-

saprobity (   β中腐水性 ) の指標種とされている（スラディ
チェック，1991）．また，Komárek and Anagnostidis （1998, 

2005） によると，本研究で確認できた藍藻のうち，Ph. 

tergestinum，Ap. holsaticaは富栄養化水域に出現する分
類群，Ps. limnetica，Ph. tergestinumは有機汚濁性水域に
出現する分類群として挙げられている．これらの分類群
は，名古屋市の有機汚濁性水域の指標藍藻として利用で
きる可能性がある．
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